
■まちの化粧師■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 272 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：オンラインセミナーのご案内 

 

仕事仲間の加古さんの企画で、オンラインセミナーを開催することになりました。 

【「カネなし、仲間なし、ノウハウなし」3 なし OK な「地域起業」のはじめ方】 

と、ちょっと長いタイトルになっちゃった理由を聞いてください。 

・ 

「カネなし、仲間なし、ノウハウなし」とは、起業を諦める 3 つの理由のこと。 

でも、別の見方をすれば、そもそも起業するのは「カネと仲間とノウハウ」を作るため。 

この 3 つが起業に「挑む理由」であると同時に「諦める理由」というのは、何とも皮肉な話です。 

目の前に立ちはだかる壁に、挑む人と諦める人に分かれるのは仕方のないことかも知れませんね。 

・ 

でも、このセミナーの本題は「地域起業」という言葉です。 

「社会起業」という言葉が「ビジネスで社会の課題を解決する」と言われるのに対し、「地域起業」は、「自分の

ビジネスが役立つ社会を創る」ことを意味します。 

社会とは、課題を解決すれば幸せになれるとは、僕には思えません。 

その前に、どんな社会を望むのかを誰もがまじめに考えるべきだと思います。 

だから、まずは身の回りから、自分の望む社会を作るのが地域起業です。 

地域づくりを役所に任せず、会社と社会の両方を僕ら自身で作りましょう。 

・ 

このセミナーは、僕の難しい話を分かりやすく面白くするために、即興コメディ協会の協力を得ることにし

ました。 

ちょっとドキドキしてますが、今から楽しみです。 

そして、僕にとっても初めての試みなので、初回無料にいたしました。 



全 4回を受講する場合でも、初回分は後払いに出来るので、皆さん是非ご参加ください！ 

・ 

１．7/20(月)20-22時「社会を作る地域起業とは何か」 

２．7/27(月)20-22時「カネがないから地域起業」 

３．8/03(月)20-22時「仲間がいないから地域起業」 

４．8/10(月)20-22時「ノウハウがないから地域起業」 

 

申込はこちら(peatix) 

https://peatix.com/event/1547154/view?k=dc940bfb29917e5fd598e0ceefc21f12b6f44780&fbclid=IwAR3L5Sy

YlZVIacZPDXlO305w6HsMPyskUOYQgsEBGiTyohAVsnnzuv_6_-E 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：まちの化粧師 

 

先日久しぶりに、植木職人のＫさんが自宅に遊びに来てくれた。 

彼との出会いは 10 年ほど前のこと、植木屋修行を終え独立するにあたり、面白い植木屋になるにはどうすれば

いいのか、僕を尋ねてやってきた。 

そこで早速「せたがやソーシャルビジネスコンテスト」に参加するように勧めたところ、「庭でロック」というタ

イトルで応募してきたので、ご記憶の方もいるかもしれない。 

その後Ｋさんは「ロックンロールな植木屋」になれたとは言い切れないが、でも持ち前のやさしさとまじめさを

武器に、独立した植木職人として実績を積んできた。 

だが、そんな彼にも悩みがある。 

せっかく仕事の量が増えたのに、一人でこなすには限度があり、人を雇うほどの仕事量をいきなり確保するのは

難しい。 

このジレンマをどうやって打開すればいいのか、彼はそんな相談をしにやってきた。 

・ 

そこで僕は、どこのエリアのどんな顧客がどんなきっかけで仕事をくれるようになったのか、もう少し詳しく話

を聞いてみた。 

するとＫさんは目を輝かせ、堰を切ったように語りだす。 

実は、仕事の大部分は自宅近所の横浜Ｓ町で、口コミ紹介の連鎖反応で広がった。 

仕事をしているとご近所から声がかかったり、お客さんがご近所を紹介してくれたりという具合。 

でも、これって僕に限ったことじゃなく、植木屋稼業って、そういう仕事かもしれない…と。 

確かに僕も、Ｋさんに自宅をお願いしたところ、カミさんはご近所を紹介していたし、笑恵館を紹介した。 

庭木の手入れとは、たとえ自分の庭木でも、自分の家族のためだけでなく、むしろご近所への配慮や気遣いの方

が強いかもしれない。 

・ 

次に僕はＫさんに対し、「集まった顧客たちに、庭木の剪定以外に何をしているのか」を尋ねた。 

すると彼は目を丸め「剪定以外って仕事以外のことですか？」と言い、「いや、特に何もしていません」と答え

た。 

やはりそうか、僕は自分の出番がやってきたことに気付き、次のような話を切り出した。 

他人から仕事を頼まれる時、それは何のために頼まれたのか、よく考えた方が良い。 



仕事をする人はお金をもらうことが目的かも知れないが、仕事を頼む人の目的は決してお金を払うことじゃない。 

ましてや、仕事を評価してくれて、ご近所を紹介してくれるのはなぜなのか、それこそが君のビジネスの価値だ

ということを見逃しちゃいけない。 

庭木剪定をきっかけに、顧客が何かを見い出して、それをご近所に広めようとしているのでは･･･と、僕ならそ

う考えるよ。 

つまり君は、すでに横浜Ｓ町のまちづくりを始めているかも知れないよ。 

・ 

その後、僕とＫさんは、飯を食いながら大いに盛り上がった。 

確かに植木屋という仕事は、街の美化に貢献するからこそ、ご近所に紹介されていく仕事だ。 

だが、多くの植木屋はその役割に気付いていないし、新規参入者は価格競争に明け暮れるばかり。 

植木屋の価値を、周囲に勝る庭を作る技術や美的センスだけでなく、ご近所同士の連携を生むことに見い出せば、

植木屋ビジネスの新たな発展に挑むことができるかもしれない。 

これこそが僕の提唱する「地域作り」であり、それに挑む「地域起業」だ。 

地域とは自分のビジネスが担う舞台のこと。 

その舞台で演じるのは、Ｋさんでなく顧客の庭だ。 

ご近所の皆さんが庭づくりに親しみ励み、競い合うことで、活力ある美しいまちができるとしたら、植木屋さん

の仕事は「まちの化粧師」かも知れない。 

 

http://nanoni.co.jp/20200712/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）07/13 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

   14-16 時 △T さん打合せ（笑恵館） 

（火）07/14 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（水）07/15 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（木）07/16 ■◎作業日 13-19 時（自宅） 

 10-18 時 ★なるほどデイ・ 

18-20 時 ★完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）07/17 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（土）07/18 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 



 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）07/19 ■◎休業日 17-21 時（自宅） 

 

■その後の予定 

07/16 10-20 時 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/20 20-22 時 ■地域起業の始め方①（リモート） 

07/26 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ７月例会（飯能） 

07/27 20-22 時 ■地域起業の始め方②（リモート） 

07/31 19-21 時 ▲LRA2020 実行委員会（横浜） 

08/01 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/03 20-22 時 ■地域起業の始め方③（リモート） 

08/08 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/10 20-22 時 ■地域起業の始め方④（リモート） 

08/13 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/13 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/14 19-21 時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

08/15 10-12 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


